
お
わ
り
に�

　
既
に
事
業
が
完
了
し
地
下
ダ
ム
が
供

用
開
始
さ
れ
た
宮
古
島
で
は
、
地
下
水

位
も
満
水
に
な
っ
て
お
り
、
昨
年
の
夏

に
は
、
こ
の
地
下
ダ
ム
か
ら
汲
み
上
げ

ら
れ
た
水
が
農
業
用
水
と
し
て
サ
ト
ウ

キ
ビ
や
野
菜
な
ど
に
勢
い
よ
く
散
水
さ

れ
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。�

　
河
川
の
な
い
離
島
に
お
け
る
水
資
源

不
足
の
解
決
策
と
し
て
、
今
後
と
も
地

下
ダ
ム
の
重
要
性
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。�

地
下
ダ
ム
に
よ
る�

農
業
用
水
の
確
保
と�

か
ん
が
い
排
水
事
業
の�

実
施
状
況�
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は
じ
め
に�

1　
琉
球
列
島
に
は
、
「
琉
球
石
灰
岩
」

と
呼
ば
れ
る
、
珊
瑚
礁
に
生
息
す
る
有

孔
虫
や
珊
瑚
と
い
っ
た
生
物
の
石
灰
質

の
殻
や
骨
格
が
珊
瑚
礁
や
そ
の
周
辺
に

堆
積
し
て
固
結
し
て
形
成
さ
れ
た
地
層

が
広
く
分
布
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
地
層
を
有
す
る
地
域
、

特
に
離
島
で
は
、
降
雨
に
よ
る
水
の
約

五
十
％
が
蒸
発
散
に
よ
り
失
わ
れ
、
約

四
十
％
が
地
下
に
浸
透
す
る
と
と
も
に
、

河
川
が
ほ
と
ん
ど
発
達
し
て
い
な
い
た

め
水
資
源
に
乏
し
い
地
域
と
な
っ
て
お

り
、
農
業
用
水
の
確
保
に
苦
労
し
て
き

ま
し
た
。�

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
琉
球
石
灰
岩
に

は
多
数
の
空
隙
が
存
在
す
る
た
め
地
下

水
を
貯
め
や
す
い
と
い
っ
た
特
徴
を
活

か
し
て
、
地
下
に
止
水
壁
を
つ
く
る
こ

と
で
、
琉
球
石
灰
岩
の
中
に
地
下
水
を

貯
め
、
そ
の
水
を
汲
み
上
げ
て
農
業
用

水
に
利
用
す
る
地
下
ダ
ム
計
画
が
考
え

ら
れ
ま
し
た
。�

事
業
実
施
状
況�

2　
か
ん
が
い
排
水
事
業
に
よ
り
地
下
ダ

ム
が
建
設
さ
れ
た
、
ま
た
は
今
後
建
設

が
予
定
さ
れ
て
い
る
地
区
は
、
平
成
十

二
年
度
に
事
業
が
完
了
し
た
国
営
宮
古

地
区
を
は
じ
め
、
現
在
事
業
を
実
施
し

て
い
る
国
営
沖
縄
本
島
南
部
地
区
、
国

営
伊
是
名
地
区
、
県
営
カ
ン
ジ
ン
地
区
、

県
営
与
勝
地
区
、
さ
ら
に
、
事
業
着
工

に
向
け
今
年
度
か
ら
施
設
の
詳
細
設
計

の
た
め
「
全
体
実
施
設
計
」
を
行
っ
て

い
る
国
営
伊
江
地
区
が
あ
り
ま
す
。�

　
こ
れ
ら
の
地
区
で
建
設
さ
れ
る
地
下

ダ
ム
が
全
て
完
成
す
る
と
、
約
二
万
二

千
ト
ン
の
農
業
用
水
が
新
た
に
確
保
さ

れ
る
と
と
も
に
、
約
一
万
二
千
ｈ
ａ
の

農
地
へ
の
水
の
供
給
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
沖
縄
県
の
全
農
地
面
積

約
四
万
千
ｈ
ａ
の
約
三
割
に
あ
た
り
ま

す
。�

地
下
ダ
ム
の
種
類�

3　
地
下
ダ
ム
は
、
そ
の
目
的
に
よ
り
地

下
水
位
の
上
昇
を
目
的
と
し
た
『
堰
上

げ
型
』
と
地
下
水
へ
の
海
水
の
侵
入
を

阻
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
『
塩
水

侵
入
阻
止
型
』
に
分
か
れ
ま
す
。�

　
ま
た
、
締
め
切
り
（
地
下
水
を
堰
き

止
め
る
こ
と
）
を
行
う
場
所
の
地
質
状

況
、
地
形
条
件
、
施
設
規
模
等
に
よ
り

『
注
入
工
法
』
（
地
上
か
ら
水
を
通
さ

な
い
層
ま
で
ボ
ー
リ
ン
グ
で
孔
を
あ
け

て
、
セ
メ
ン
ト
ミ
ル
ク
な
ど
を
圧
力
を

か
け
て
注
入
す
る
方
法
）
、
『
地
下
連

続
壁
工
法
』
（
地
下
に
遮
水
性
の
壁
を

連
続
的
に
設
け
る
方
法
）
、
『
建
て
込

み
工
法
』
、
『
開
削
工
法
』
と
、
締
切

り
工
法
が
分
類
さ
れ
ま
す
。�

　
こ
れ
ま
で
、
県
内
で
造
ら
れ
て
き
た

地
下
ダ
ム
は
、
『
地
下
連
続
壁
工
法
』

が
主
に
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。�
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